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提供サービスについて

経営管理
プラットフォーム

経営資源の戦略的な投資判断を⽀える

DIGGLEシリーズ

予実管理
経営データを⼀元管理し、より早く‧正確な経営判断を実現

⼈員管理
⼊社/退職/異動/休職などを⼈件費データに即座に反映

リベート管理
複雑なリベート契約を、シンプルに⼀元管理

売上予実管理
売上構成を徹底分析し真の収益源を可視化

設備投資管理
最新の投資進捗と未消化予算をその場で可視化

AI機能も順次リリース
PL要約機能など

5
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⽇本の予算管理市場は2028年には210億円を超える⾒込みで、SaaSのCAGRは24.0%の予測。
他の市場と⽐べても特異な成⻑を遂げており、今後も勢いが続く⾒込み。

予算管理市場の市場規模（国内）

ITR プリンシパル‧アナリスト
浅利 浩⼀⽒のコメント

＞約10年前の2014年度は8億円程度の市場
規模に過ぎなかった予算管理市場は、2024
年度には100億円を超える⾒込みです。アプ
リケーション分野において、このような成
⻑を遂げている市場は少なく、この勢いは
今後も続くと予測されます。

出典：2025年4⽉3⽇ 株式会社アイ‧ティ‧アールのプレスリリース
「予算管理市場は有⽤性への認識が着実に広がり2023年度は19.4%増に 
提供形態別のCAGR（2023〜2028年度）は、パッケージは微減となるが
SaaSは24.0%を予測 ITRが予算管理市場の提供形態別市場規模推移およ
び予測を発表」(https://www.itr.co.jp/topics/pr-20250403-1)より引⽤
※グラフはITR「ITR Market View：予算‧経費‧サブスクリプション管
理市場2025」予算管理市場規模推移および予測：提供形態別
（2022〜2028年度予測）を元にDIGGLEが作成

CAGR
24.0%

https://www.itr.co.jp/topics/pr-20250403-1
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DIGGLEが実現したい未来とは？

10

経営

事業部 事業部

事業部

情報流通距離が⼤きい

事業部 事業部

事業部

経営

情報流通距離を
最⼩化

⾜並みが揃わず
部分最適化

アジャイルな経営が可能に
経営全体の質が⾼まる

経営情報の流通コスト最⼩化が、企業の未来の質を⾼める

⼀体感が⽣まれる



Copyright © diggle. All Rights Reserved.

プロダクトビジョン

11

プロダクトビジョン「組織の距離を縮め、企業の未来の質を上げる。」
事業部を巻き込み、組織全体の意識や⾏動変化につながる”⽣きた経営管理”を実現します。

経営企画部門の変化

属人化されたエクセルで作業に追われ、
本質的な業務ができない

リソースに余力が生まれ、事業に示唆を生み
出すための業務に手を伸ばせる

事業部に対して的確な目線で示唆を出し、現
場の競争力向上ができる経営管理機能を有し
ている

事業部門の変化

自分や部門の目標は追っているが、全
社や他部門とは距離が遠い。
また依頼された数字を提出はするがな
ににどう役立っているのかわからない

自部門の目標進捗・ボトルネックがタイムリー
に可視化され、なにをするべきか自身で打ち
手を考えられる。全社の数字が正直ベースで
リアルタイムに分かることで、他部署の余剰
予算が追加されやりたかった施策が打てた！

経営戦略から自分の目標まで接続感が持て
社内コミュニケーションしながらやりがいを
持って働ける。数字のセンスも身についてきた
のかも。
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事業部を巻き込んだ
経営管理

DIGGLEの経営管理の特徴

12

リソースの
アロケーション

DIGGLEは、経営と現場の情報を“翻訳”してつなぎ、
共通⾔語としてやりとりできるコミュニケーションの場です。
経営者や管理部⾨が⾒ている勘定科⽬等のファイナンスの⾔語と、
事業部の⽇々の活動で話されるKPI等の実務的な⽤語。
この⼆つの世界の⾔語を“翻訳”してつなぐことで、
事業部を巻き込んだ経営管理を実現します。
だからこそ、リアルタイムな経営情報のアップデート、投資判断のチャンスやリスクの可視化、
リソースのアロケーションが可能となり、”⽣きた経営管理”を実現します。
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DIGGLEのサービス概要

予実管理：企業が⽴てた数値計画（予算/⽬標/意思）に対し、進捗確認‧分析をし、計画達成に向けたアクションを捻出
する、計画達成のためのPDCAサイクル。そんな企業の意思決定の根幹である予実管理をクラウド上で⼀気通貫で実施

予算策定 予実突合

⾒込管理分析

1.⽬標を定める
経営の意思を⽰す
新たな意思決定をする

2.現状を把握する
‧予算に対しての進捗を確認する
‧ズレの要因を探る

4.経営情報を報告する

意思決定に必要なデータを
まとめる

3.未来を予測する

将来の着地予測を集計する



Copyright © diggle. All Rights Reserved.

DIGGLEの強み
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全社的な経営管理の進化‧意思決定の質の向上
社員がパフォーマンスを発揮できる組織に

理想の経営管理を実現するためには、システムの導⼊だけでは不⼗分

最適なシステムと社内体制‧⽂化があって初めて理想の経営管理が実現できる
DIGGLEはプロダクト×カスタマーサクセスの伴⾛⽀援により、理想実現を強⼒に推進

DIGGLE

最適なシステム 最適な社内体制と数値管理の⽂化

カスタマーサクセス
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DIGGLEがコミットする社会課題

①経営DXの遅れ 

④PBR1倍割れ 

日本企業におけるDX活動のうち、経営に関するDXは全
体の1割。一方、自社調査によると経営者の58%は経営
管理領域のDX優先度が高いと考えている。 
参照: 経済産業省「製造業を巡る現状と課題  今後の政策の方向性」  

②労働人口の減少 

③人的資本経営、ESG経営の加速 

日本では、2030年に644万人の人手不足となることが予
測されている。 
参照: パーソル総合研究所・中央大学「労働市場の未来推計 2030」 

人的資本情報開示の義務化・ESG投資の高まり等、非財
務含めた経営状況の可視化が一層必要に。 
参照: 金融庁「サステナビリティ情報の開示に関する特集ページ」  

上場企業は事業ポートフォリオの見直し等を通した経営
資源の適切な配分の実現が期待されている。 
参照: 株式会社東京証券取引所「資本コストや株価を意識した経営の実現に向け
た対応について」  

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/pdf/016_04_00.pdf
https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/roudou2030/
https://www.fsa.go.jp/policy/kaiji/sustainability-kaiji.html
https://www.jpx.co.jp/news/1020/20230331-01.html
https://www.jpx.co.jp/news/1020/20230331-01.html
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企業のヒト‧モノ‧カネの最適配分を実現する経営管理のオールインワンサービスに向けて。
「DIGGLE予実管理」から事業をスタートし、現在はマルチプロダクトを展開中。

マルチプロダクト展開

17

🚩DIGGLE⼈員管理

🚩DIGGLE売上予実管
理

2025年4月1日提供開始。
入社・退職・異動などの人事
情報を即座に捉え、人件費
の将来見込の正確な把握を
実現。 

2025年8月26日提供開始。
製造業や卸売・小売業など
で、商品(SKU)別の売上/利
益情報のワンプラットフォー
ム管理・多角分析により営
業組織のボトルネックや真
の収益源を可視化。  

🚩DIGGLEリベート管理

🚩DIGGLE設備投資管
理

2025年10月21日提供開始。
契約条件の一元管理と多角
的な分析で、リベート (※)反映
後の利益のタイムリーな可視
化を実現。営業組織の利益体
質やガバナンス強化に貢献す
るプロダクト。 

2026年1月20日提供開始。
設備投資 (CAPEX)の計画・
実行・減価償却費算出を一
元管理し、「DIGGLE予実管
理」と連携することで、投資
判断に必要な最新の情報を
組織で可視化。  

※リベートとは、販売元から取引先に対し売上金額から一部の額を報奨金や手数料として払い戻す仕組み・金銭のこと  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対話型のAIエージェントである「FP&Aエージェント
※」を2025年12⽉24⽇より提供開始。
意思決定の材料となる社内の情報集めを「FP&Aエー
ジェント」と対話するだけで平均30秒〜数分で得られ
る環境を実現。詳しくはこちら。
※「FP&Aエージェント」はDIGGLE株式会社の商標です(出願済み)

対話型AIエージェント「FP&Aエージェント」

18

https://diggle.jp/news/pressrelease/20251224/
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”AIネイティブな”FP&A業務の⼟台となれるよ
う、引き続き提供価値を拡⼤していきます。
DIGGLEの描くAI構想はこちらをご覧ください。

AI構想

19

https://diggle.jp/news/pressrelease/20250924/
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業界問わず幅広く
多くのお客様に
ご利⽤いただいています。 受賞

基幹業務系
ASP/SaaS部⾨

99%

導⼊企業
利⽤継続率

導⼊企業様（⼀例）

ITreview

最⾼位LEADER

受賞

2025 Fall 予算管理システム部⾨

※1 富⼠キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2025年版」より予実管理ソフトウェア、SaaS/PaaS、ベンダーシェア、⾦額ベース、2024年度実績

市場シェア

No.1

予実管理クラウド

※1

導⼊実績
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SaaS

IT‧情報通信 鉄道‧物流
インフラ

飲⾷‧店舗施設運営
不動産‧建設

製造加⼯‧卸売 サービス ゲーム‧
コンテンツ

⼈材‧コンサル

利⽤継続率 約99%ご利⽤企業様の紹介（⼀部）

⾮営利団体



企業概要

22
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所在地 

代表者 

設立日 

従業員数 

事業内容 

：〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-19-19 恵比寿ビジネスタワー 12F 

：山本 清貴 (やまもと きよたか) 

：2016年6月9日 

：138名 (2025年12月時点) 

：経営資源の戦略的な投資判断を支える経営管理プラットフォーム「DIGGLE」の開発・提供 

DIGGLE 株式会社 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05.22　   資金調達 　

07.03　   正式版リリース

10　        アレン・マイナー氏、

清水信匡氏のアドバイザー就

任

10　        渋谷にオフィス移転

年末　      営業・開発をやめて

CSに注力を決意

予算策定をクラウド上で完結

できる機能をリリース

02　MVV策定　

04　CCSO就任　

07　ロゴリニューアル

08　累計調達額約 10億円　

09　すごいベンチャー 100選出　

11　VP of Sales 就任　

2024 
3月 55名 
6月 66名 
9月 75名 

ISMS取得

09.07　シリーズ A調達

02.18　    社名変更

予実ナイト第１回開催

10.30　    シード調達

2018 
3名 

06.09　   創業

11.17　    TechCrunch Tokyo 2016
「スタートアップバトル」
 Fujitsu MetaArc AWARD受賞

12.19　    β版リリース

24

沿⾰

2016 
2名 

2020  2022 
34名 

2017  2019 
4名 

2021 
9名 

2023 
43名 

06　ロゴ変更 　

10　品川 SPROUNDにオフィス移転

06　　  日経クロストレンド BtoB
　　　  マーケティング大賞 2024
　　   「マーケティングテクノロ
　　　  ジー部門」に入選 　

09.19　  DIGGLE Next Growth 
Conference開催

06　      第1回ユーザー会を開催

https://diggle.jp/news/pressrelease/20170522/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20171013/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20171013/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20171013/
https://note.com/diggle/n/n33850c22ffad
https://note.com/diggle/n/n33850c22ffad
https://diggle.jp/news/pressrelease/20230216/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20230406/
https://diggle.jp/news/notice/20230720/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20230816/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20230911/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20231109/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20220614/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20220907-2/
https://diggle.jp/news/notice/20180218/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20181030/
https://youtu.be/yqUuXyYg28o?si=QZ4BoFpxg1fIEFO_
https://youtu.be/yqUuXyYg28o?si=QZ4BoFpxg1fIEFO_
https://youtu.be/yqUuXyYg28o?si=QZ4BoFpxg1fIEFO_
https://diggle.jp/news/notice/20200617/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20240628/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20240628/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20240628/
https://diggle.jp/news/pressrelease/20240628/
https://diggle.jp/ngc/
https://diggle.jp/ngc/
https://note.com/diggle/n/n61e1a1824917
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2025年6⽉24⽇(⽕) シリーズBラウンドで17.5億円の資⾦調達を発表。累計調達額は約27.5億円。

資⾦調達

25

シリーズB資⾦調達の概要

＜新規＞
JICベンチャー‧グロース‧
インベストメンツ株式会社
Salesforce Ventures

＜既存＞
DNX Ventures
Archetype Ventures
あおぞら企業投資株式会社

詳細：https://diggle.jp/news/pressrelease/20250624/

https://diggle.jp/news/pressrelease/20250624/
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ふわりとした方針は戦略ではありません。経営管理とは、戦略をみんなが行動をイメージできるレベルの計画に落とし

込み、その活動と結果の検証することが求められます。しかし、この検証は大変な作業です。 

 

私は、CRM、SCM、会計といった業務アプリケーションのセールスに従事した後、世の中に必要とされているサービス

を提供する企業で自分の力を発揮したいと、動画マーケティング系スタートアップに勤務しました。しかし、そこでは予

実管理に追われ、毎日エクセルとにらめっこをすることになりました。セールスマネージャーなのに営業に出る時間が

ない。そんな日々を過ごしました。 

 

数十名のスタートアップですらこの状況なのであれば、より規模の大きい企業様はさらに膨大な集計業務に追われて

いるのではないか。そこで、数値管理を行うたくさんの方にヒアリングをしました。結果は予想通り、多くの会社が予実

管理を表計算ソフトウェアに頼り、作業に追われていました。日本を代表するような大企業までもが、数百枚のエクセ

ルを駆使して予実管理を行っていることもわかりました。 

 

「これは、世の中に必要とされているサービスだ」その確信をもって、新たな挑戦に向けて出港しました。これが私の起

業ストーリーです。 
DIGGLE株式会社  代表取締役  山本清貴 

 

26

創業ストーリー
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経営メンバー

代表取締役 CEO　山本 清貴 (やまもと きよたか)

早稲田大学ファイナンス研究科修了。11年間にわたって米
系ERPベンダーPeopleSoft、Oracle、Inforにて、会計
・CRM・SCMなど業務系アプリケーションのセールス、お
よびアライアンスに従事。その後、デジタルマーケティング
スタートアップにてセールスを率いた時に予実管理に苦し
む。その経験からDIGGLEを創業。

DIGGLEについて

共同創業者 取締役CTO　水上 駿 (みずかみ しゅん)

名古屋大学大学院多元数理科学研究科修了。動画制作スター
トアップにて、動画視聴ビッグデータ解析に基づく動画プラ
ンニングツールの開発を担当。2016年DIGGLEを共同創
業。11歳の時に独学でプログラミングを始め、有用なプロ
グラミング言語やクラウド等の技術の組み合わせを見極め、
スケーラブルな設計に落とし込むことを得意とする。

CCSO　畠山 遼 (はたけやま りょう)

早稲田大学政治経済学部卒業。総合商社の財務部・自動車部
でM&A、海外子会社管理等の業務に従事した後、トリドール
ホールディングスにて海外買収子会社のPMI、子会社管理等
を行う。2021年4月よりDIGGLEに参画。2023年4月にCCSO
に就任し、カスタマー・サクセス組織を統括。

VP of Sales　野村 幸裕 (のむら ゆきひろ)

同志社大学法学部卒業。 キーエンスにて9年間エンタープラ
イズ営業やチームマネジメントに従事。その後Sansanを経
て、SALESCOREへ参画し営業組織コンサルティング事業部
の事業責任者経験後、Revenue責任者としてセールステック
のSaaS事業を立ち上げ、グロースを牽引。2023年4月より
DIGGLEに参画し、セールス組織を統括。

VP of Product　本田 大晟 (ほんだ たいせい)

立教大学経済学部卒業後、Retty株式会社に新卒入社。入
社当初はデータアナリストとしてプロダクト・ビジネス両
面の意思決定支援に従事したのち、BtoB向けプロダクト
のプロダクトマネージャーを担当。2022年8月より
DIGGLE株式会社にPdMとして入社、2024年7月より
PdM/デザイン組織のDirectorを担当。

27 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Mission：時代を経ても変わることのない、DIGGLE株式会社の使命‧存在意義

Mission/Vision

テクノロジーで、  
企業の成長可能性を掘り起こす。  

Dig the Potential   すべての企業には、 

まだ見ぬ成長可能性が広がっている。 

DIGGLEはテクノロジーの力で、 

その一つひとつを掘り起こし、 

企業のありたい姿の実現を支援することで、 

産業と社会の在り方を革新していきます。 

28
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Mission/Vision

Values ：Missionを実現するため、 DIGGLEメンバーに求められる 4つの行動 /価値基準 

04 MIND VALUE 

誠心敬意 
Integrity & Respect 

 
社会の一員として、 
常に誠実であること。 
守るべきモラルやルールを 
守ることが事業の原則である。 
だから、ズルすることなく、 
真っ当に仕事に取り組もう。 
リスペクトの心を忘れずに、 
周りの人に向き合おう。 

01 ACTION VALUE 

高速考動 
Think Fast, Act Fast 

 
成功の鍵は、“高速”にある。 
だから、高速で思考し、 
高速で実行しよう。 
小さいサイクルで 
高速改善を繰り返し、 
不確実性に立ち向かおう。 

02 ACTION VALUE 
自学成長 
Keep Learning 

 
個人と組織の学びが、 
事業の成長につながる。 
だから、とどまることなく 
学び続けよう。 
取り入れるべき知識を 
貪欲に吸収し、 
実践を通じて経験値を 
積み上げていこう。 

03 MIND VALUE 
経済志向 
Result Oriented 

 
世の中は、財の交換で 
成り立っている。 
大きな価値の提供は、 
大きな対価につながる。 
だから、顧客に対して 
確かな価値を提供し続けよう。 
社会に適切な利益を 
生み出すグッドサイクルを 
回していこう。  

29
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PMFストーリー

顧客とプロダクトに徹底的に向き合い乗り越えた危機。

本質にこだわるDIGGLEが大切にすることとは？

〜CEO山本×CTO水上の本音対談〜

DIGGLEのCEO山本とCTO水上が、創業当初の挑戦や危機を乗り越え

たエピソードを語る、原点ともいえるストーリーです。

危機を成長のチャンスに
あと8ヵ月でキャッシュアウトという状況で、営業と開発をストップして社

員全員でカスタマーサクセスに取り組みボトルネックの解消に乗り出した。

顧客に寄り添う開発姿勢
顧客の声に徹底的に向き合い、ボトルネック解消に特化した機能を開発。

プロダクトの価値や方向性を掴むきっかけに。

ユーザーに価値のある「本質的」なことをやりつづける
管理会計という正解がない領域だからこそ、よいプロダクトを作ること

と、本質的なカスタマーサクセスを達成するためのコンサルティングの両

輪で顧客企業の価値を向上することが価値のあること。顧客の声に向き

合うことでこれらを学び、「組織の距離を縮め、企業の未来の質を上げ

る。｣というプロダクトビジョンもお客様からの声を元に定めた。

全文は▶こちら

https://note.com/diggle/n/n33850c22ffad?magazine_key=me742664fb3fb


顧客事例
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顧客事例

事業内容

本社

設⽴

鉄道事業

福岡県 福岡市

1987年4⽉1⽇

コロナ禍により自社でコントロールできる費用管理の重要性、特に財源の見える
化や、精緻な見込作成の重要性が増加。予実管理の単位を財務部と他部署の社
員がどちらも管理しやすい粒度＝施策単位に統一を目指す。 

全社的に施策単位で予実管理を行う習慣ができ、費用計上時期を気にするマイ
ンドが醸成されるなど、全社での予実管理意識の向上に繋がった。

各部署と同じデータを見ながら、施策単位で差異要因や費用計上時期を会話で
きるようになったことで、全社管理部門と各部署の心理的距離を近くする効果も
あった。

コロナを端に財源フル活⽤のためのDXを開始「全社員で収⽀改善」

1987年4⽉1⽇に⽇本国有鉄道(国鉄)から⼤分‧熊本‧⿅児島の各鉄道管理局および九州総局
が管理していた鉄道事業を引き継いで発⾜したJRグループの旅客鉄道会社の⼀つ。通称は
JR九州。コーポレートカラーは⾚⾊。47のグループ企業をもち、鉄道事業のほか、旅⾏業
や⼩売業、不動産業、農業などの関連事業も多⾓的に展開し、関⻄や⾸都圏といった九州以
外の⽇本国内エリアや、タイなど⼀部⽇本国外にも進出している。東京証券取引所プライム
市場‧福岡証券取引所上場企業。

九州旅客鉄道株式会社



Copyright © diggle. All Rights Reserved.

顧客事例

事業内容

拠点

創業

めっき加⼯、中⼩企業のDX⽀援事業

埼⽟県 ⼾⽥市

1922年(⼤正11年) 5⽉

危機をチャンスと捉え全従業員でDXに乗り出す。「製造現場のアップデート」
「データドリブン経営」「アジャイル組織」「新規事業創出」の4本柱を掲げる。 

データ集計の自動化で工数削減とリアルタイムな可視化が可能に。データに基
づく意思決定の重要性を全従業員が実感し、意識改革が起こった。

データドリブンな意思決定で質の高い判断が可能に。業務効率化だけでなく、企
業経営の質を飛躍的に高めることができた。

コロナとサイバー攻撃による危機をDXでチャンスに変えた真⼯社さま

埼⽟県⼾⽥市に本社を置くめっき‧表⾯処理の⽼舗企業。1922年の創業以来、100年以上の
歴史を有し、樹脂上のめっき加⼯技術に定評がある。
主な事業は、めっき‧表⾯処理事業、DX⽀援事業、コンシューマー向け事業の3つ。めっき
‧表⾯処理事業では、⻑年の技術開発で培った⾼い技術⼒を強みに、お客様の課題解決と量
産化に対応。DX⽀援事業では、⾃社のDX推進で得たノウハウを活かし、専⾨パートナーと
して他社のDXを包括的に⽀援している。

株式会社真⼯社

「埼玉DX大賞」優秀賞を受賞。新規事業として他中小製造業のDX化支援も開
始。
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【本資料のお問い合わせ先】
本資料へのご質問や取材のご相談はお気軽に以下までご連絡ください：

DIGGLE株式会社 広報担当宛
pr@diggle.team
080-4740-7189(上砂かみさご)∕070-1306-6893(嶋⽥)

※本資料は報道関係者のみなさまへのお⼿元資料になります。資料の内容を転載‧
記事にご利⽤される際は広報までご⼀報をお願いいたします。


